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発表演題名 福井県のＥＨＥＣ検出の経年変化に関する一考察 

発表学会名 第 14回腸管出血性大腸菌感染症研究会 
発表者名 永田 暁洋（保健衛生部 細菌・ウイルス研究グループ） 

発表日時 平成２２年７月２２日 

発表内容 福井県の EHEC事例から収集された菌株について特徴を分析した。 
福井県の事例の特徴として、全国と比較して O157 の発生率が高い（近
年高止まり） ことや高齢者の発生が少ないことが挙げられた。  
分離株の特徴としては、O111より O121の発生が多いこと、ベロ毒素型
は VT1+2 が多いことが明らかとなった。また、薬剤耐性状況として、
O157以外の血清型の薬剤耐性率が高く、ABPC、SM、TC耐性が多いが、
FOM耐性はほとんど出現していなかった。（2005年に中間感受性の O26
が 1株のみ）  
全体的にみると、O157 を中心に多剤耐性傾向で、ABPC、Su の耐性率
が上昇傾向であった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


